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2025 年２月期通期連結業績予想と実績の差異 

ならびに個別業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年２月期通期連結業績において、2025 年１月 14 日に公表しました当社グル

ープの連結業績予想（2024 年 3 月 1 日～2025 年 2 月 28 日）と実績に下記のとおり差異が生

じましたのでお知らせいたします。 

なお、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、個別業績見込みについて、前期実績値

と差異が生じる見込みになりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想と実績の差異  

（１）2025 年２月期通期連結業績予想と実績の差異 

（2024 年 3 月 1 日～2025 年 2 月 28 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり当

期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 8,831 345 355 274 60.71 

実績値(B) 9,043 458 461 355 78.64 

増減額(B-A) 212 113 106 81   

増減率(%) 2.4 32.8 29.9 29.6   

(参考)前期連結実績 

(2024 年 2 月期通期) 

7,491 665 676 269 59.18 

 

（２）差異の理由 

期末にかけて全体の売上が予想を上回ったため、売上高は前回発表予想を超え着地しま

した。利益率の高い自社ソフト売上について当初の想定を超える売上があったことに加え、

mailto:ir@ricksoft.jp


2024 年 12 月以降、配置転換など社内体制を見直した結果、SI 売上について計画よりも早

く稼働率が改善し始めたこと等が要因となり、当初の想定を超える大幅な利益増となりま

した。 

このような要因から、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利

益のすべての実績が前回発表予想を上回りました。 

 

2. 個別業績の前年実績値との差異 

（１）2025 年 2 月期の個別業績の前年実績値との差異 

（2024 年 3 月 1 日～2025 年 2 月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績(A) 7,125 575 586 192 42.31 

当期実績(B) 8,573 317 320 239 52.94 

増減額(B-A) 1,447 △258 △265 47   

増減率(%) 20.3 △44.9 △45.3 24.4   

 

（２）差異の理由  

売上高は、案件の大型化に加えストック売上が順調に積み上がってきたことにより増加

しました。一方で、2025 年 1 月 14 日に発表した 2025 年２月期業績予想の修正に関するお

知らせに記載した通り、第 2 四半期よりサービス構成を変更し、従来ライセンスに含めて

いた標準サポートサービスを独立した販売形式に切り替えたところ、サポートサービスの

売上が当初想定を下回りました。この結果、営業利益、経常利益は、大幅に利益減となりま

した。当期純利益につきましては、前期においては特別損失に信託型ストックオプション関

連損失 326 百万円を計上していましたが、当期の特別損失はありませんので前年実績を上

回ることとなりました。 

 

(注) 上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は今後のさまざまな要因により予想値と異なる場合がござ

います。 

 

以上 


